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i 正式名称はGottfried Wilhelm Leibniz Universität Hannover 
 リサーチインターンシップinドイツ 
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i ドイツ語→英語はDeepLという機械翻訳がとても優秀でした。（https://www.deepl.com/translator） 
ii 日本人の場合は修士・博士どちらの場合でもビザが不要で、現地で滞在許可・就労許可を取得する。要件は同じ。 
iii 公益財団法人 日本生産性本部 「労働生産性の国際比較 2017年版」 
https://www.jpc-net.jp/intl_comparison/intl_comparison_2017_press.pdf 
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う法律で、日曜日・夜間にスーパー、衣料品店などの商店が一部を除いて営業を
法律で禁じられていることもあり、深夜営業をしている所が極端に少ないこと
も上げられる。営業時間が短くなることで分母のコストが小さくなり生産性が
上がる。初めは不便だと感じたが、慣れると特に問題なかった。日曜日・夜間に
買い物をできる利便性を犠牲にして、生産性を高めている。 
二つ目に市役所を挙げる。日本では考えられないが、すべての手続きが予約
制である。滞在したハノーファーの市役所の場合、常に1ヶ月先まで予約いっぱ
いであった。そのため、滞在許可証を取得するまでに3ヶ月かかった。市役所側
から見ると係員の待機時間がないので生産性が向上する。市民の利便性を犠牲
にして、市役所の生産性を高めている。 
以上のように，社会全体がある程度の不便さを認めることを引き換えに、高
い労働生産性が実現されていると感じた。まさにドイツ生活は川上先生の提唱
されている「不便益」だと感じた。川上先生に尋ねてみたいところである。 
3. まとめ 
半年間普段の研究室と違う環境で研究をする貴重な機会を得られた。日本に
比べて一人頭の機械の台数が少ないので（効率的！これも不便益？）、実験計画
を厳密に立てなければならないところは大変だと感じた。また、今年はヨーロ
ッパも猛暑だったが、京都のじめじめした夏を避けられたことはラッキーであ
った。ただ、帰ってきた日が台風の次の日だったからか、覚悟したほど暑くなく
拍子抜けしたのが帰国後の日本の第一印象であった。 
「デザイン学」への問い 
+ 労働生産性のために不便さをどこまで受け入れられるか 
